考えられな いような いろい ろな 不幸が 頻発す る Y J とが 

ある。 すると 人 はきつ と 何 かしら 神秘的な 因果応報の 

きとう やくばら 

作用 を 想像して 祈禱ゃ 厄払いの 他力に すがろうと する。 

国土に 災禍の 続 起す る 場合に も 同様で ある。 しかし 統 

計に 関する 数理から 考えて みると、 一家な り 一国な り 

にある 年 は 災禍が 重畳し また 他の 年に は 全く 無事な 回 

り 合わせが 来る という こと は、 純粋な 偶然の 結果と し 

ナチ ュ ラルフ ラ クチ ュ ェ— シ ヨン 

て も 当然 期待され うる 「自 然 変 異」 の 現象で 

あって、 別に 必ずしも 怪力乱神 を 語る に は 当たらない 

であろうと 思われる。 悪い 年回り はむしろ いっか は 

回って 来る のが 自然の 鉄則で あると 覚悟 を 定めて、 良 



うかう かと 待って いたので はない かとい う 疑い も 起こ 

し 得られる。 もっとも これ は 単なる 想像で あるが、 し 

かし 自分が 最近に 中央線の 鉄道 を 通過した 機会に 

信 州 や 甲 州 の 沿線に おける 暴風 被害 を 瞥見した 結果 

気の ついた 一事 は、 停車場 付近の 新開 町の 被害が 相当 

多い 場所で も 古い 昔から 土着と 思わる る 村落の 被害が 

意外に 少ない という 例の 多かった 事で ある。 これ は、 

一 つに は 建築 様式の 相違に もよ るで あろうが、 また 一 

つに は いわゆる 地の利に よるであろう。 旧村 落 は 

「自然淘汰」 という 時の 試練に 堪えた 場所に 「適者」 と 

して 「生存」 している のに 反して、 it 車 場と いう もの 



れ なく はないで あろうが、 天災ば かり は 科学の 力で も 

その 襲来 を 中止させる わけに は 行かない。 その上に、 

► J うず い 

い ついかなる 程度の 地震 暴風 津波 洪水が 来る か 今のと 

さ いご つ-う-ちょう- 

ころ 容易に 予知す る ことができない。 最後通牒 も 何も 

なしに 突然 襲来す るので ある。 それ だから 国家 を 脅か 

す 敵と して これほど 恐ろしい 敵 はない はずで ある。 

も つ ともこう した 天然の 敵の ために こうむる 損害 は 敵 

国の 侵略に よって 起こるべき 被害に 比べ て 小さい とい 

う 人が あるか もしれ な いが、 それ は 必ずしも そうは 言 

われない。 たとえば 安政 元年の 大 震の ような 大規模の 

ものが 襲来 すれば、 東京から 福 岡に 至る までの あら ゆ 



防の 常備軍 を 設け、 日常の 研究と 訓練に よって 非常時 

に 備える のが 当然で はない かと 思われる。 陸海 軍の 防 

備 がいかに 充分で あっても 肝心な 戦争の 最中に 安政 程 

度の 大地震 や 今回の 台風 あるいは それ以上の ものが 軍 

事に 関する 首脳の 設備に 大損 害 を 与えたら い つたい ど 

ういう ことになるであろう か。 そういう こと はそう 

めった にないと 言って 安心して いても よい もので あろ 

ク ゝ o 

う 力 

わが国の 地震学者 や 気象学 者 は 従来 かかる 国難 を予 

想して しばしば 当局と 国民と に 警告 を 与えた はずで あ 

るが、 当局 は 目前の 政務に 追われ、 国民 は その 日の 生 



いかと 思う 次第で ある。 

(昭和 九 年 十 一 月、 経済 往来) 
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